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１．はじめに
　2002年度から全面実施された教育課程の中で，絶
対評価（目標に準拠した評価）の導入は，ややもす
れば，子どもがどう育っていくかではなく，学習内
容を子どもがどの程度理解したかを測ることに汲々
としてしまう毎日を作りだす傾向にある。
　田中耕治氏は「「絶対評価」は，目標の子どもた
ちにおける実現状況に応じて，柔軟に教育課程を反
省，改善する情報を提起する。」とし，「もとより，
それは目標を固定しておいて，子どもたちに対して
目標のつめこみ具合を点検する行為ではない。それ
こそ，教育課程としての教育評価という発想とは似
て非なるものである。1）」（傍線は引用者）と指摘している。
　今，国語教師は，学習者一人ひとりの言語生活を
どのようにして見つめ，学習者の言語生活を基盤に
すえた必然性のある学習を生みだしていくことがで
きるのかを問われている。
２．言語生活を豊かにする場づくり　　　
１）言語生活から言語活動へ，そして言語の方向へ
　言語生活については，桑原隆氏の次の考えを基盤
にしていきたい。「言語は，日本語の場合には，日
本語の文法・語彙・音韻等の体系である。これらは
人間の活動や営みとは切り離して取り出すことがで
き，記述することができる。言語活動は，聞く・話
す・読む・書くという人間の活動であり，その中に，
言語体系が生きて働いている。聞く・話す・読む・
書くという言語活動は，必ず，何らかの目的のもと
に，具体的なコンテクストにおいて展開される。こ
こでいうコンテクストとは，場や状況のことである。
したがって，『言語生活とは，具体的なコンテクス
トにおいて展開される主体的及び社会的な言語生活
の営み』と，定義してみることができるであろう。
言語が言語活動を，言語活動が言語生活を創り出し
ているというよりは，言語生活が言語活動を包み込
み，言語活動の中に言語が生きて働いているのであ
る。 2）」
　子どもたちを豊かな言語生活者に育てるために
は，豊かな言語生活の場がなければならない。豊か
な言語生活の場をつくり，子どもに経験させていか
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ねばならない。一人ひとりの子どもの力を教師が感
じ取ることのできる学習の場の工夫と子どもたちが
たくさんのことばと出会い，広げ深めていく学習の
工夫が計画的になされなければならない。
　学習者を自ら話さなければならない場，聞かなけ
ればならない場，書かなければならない場，読まな
ければならない場に立たせたい。わたしは，そのよ
うな子どもの言語生活を豊かにする学習の場を，生
徒自身が作り上げていく継続的な「帯単元学習」に
生徒の「係活動」を組み込みながら，創造していこ
うと考えた。
２）単元の構想
（1）国語科における単元学習のとらえ方
　学習は，学習者が学習の目的・意義・方法を自覚
し，学習すべき状況に立って学習したとき初めて成
立するといえる。わたしは「生きた言語能力は，学
習者の生きた言語生活を基盤にして指導していくこ
とによって育成される」ということを基本姿勢にし，
その具体的な学習の場を「単元学習」とらえ，学習
者が必要感を持って学ぶ学習の場を設定するように
努めている。
　絶対評価が導入されて，どの教科でも個々の生徒
の姿をどう見つめ，とらえていくかが大きな課題と
なっている。わたしは，生徒一人ひとりが日々の学
習を積み重ねてきている学習記録を活用し，子ども
理解を深めていくことの重要性を改めて感じさせら
れている
（2）言語生活者を育てるための学習の三つのポイ
ント
　①毎回の学習記録と係活動による学習者理解
　学び手である子どもたちの言語生活の実態をよく
観察し，とらえていく手だてとして，毎時間記録し
提出する学習記録（ルーズリーフ）の活用を考えた。
そして，帯単元での学習は，子どもの言語活動の場
であるとともに，学習記録によってとらえることの
できない「聞く・話す」を中心とした子どもの実態
をとらえる手だてでもあると考えた。
　②学習全体の見通しと責任
　計画的に組織した20回から30回の帯単元学習を係
活動によって進めていく。そのためには，全員にこ
の学習のねらいについて理解させることが大切にな
る。わたしは，授業予定と４つの係の生徒担当を一
覧表にして，週刊の「国語教室通信」で伝えていた。
そして，紹介係については短時間の事前相談をして，
練習タイムを持つことにしていた。また，10回に一
度は係として活動していくことになるので，自分が
どんな場面でどんな役割で学習にかかわっていくの
かを意識させ，責任を持って活動する意欲を喚起さ
せる工夫が必要になってくる。
　③仲間とのコミュニケーションの場＝「学び合う」
場作り　
　係活動を，自分たちの手で作り出す「仲間と学び
合う場」として考えた。そして，日々の継続的な学
習の中で，友達の話を聞いて気づいたり，話しなが
ら自分の考えをはっきりさせていったりするコミュ
ニケーション体験をする機会をたくさん作り出すこ
とをめざした。
　子どもたちは，自分たちが順番に担当して作って
いく学習の中で，読書活動やことばの研究活動を通
して，自分の中のことばを広げたり深めたり，人や
ものへの見方・考え方・感じ方を広げたり，自分自
身を見つめたりしていく。成長を実感し，みんなの
力で言語生活者として成長していく学習である。
３．学習の実際　　
１）係活動の進め方
　仲間と学び合う「場」を自分たちの手で準備して
いくということは，日常の学習の中で，友達の話を
聞いて気づいたり，話しながら自分の考えをはっき
りさせていったりするコミュニケーション体験をす
るチャンスが増えていくことにつながってくる。
　３年生と始めた新しい帯単元では，４つの係が活
動する。進行役は教師であるが，学習の初めの５～
10分を使って，４つの係（板書係，紹介係，時間係，
回収係）を毎回生徒が実践していく。この係活動の
実践を通して，集団の中で自分のすべきことを考え，
自らの活動で学習を創造していくことになる。
  それぞれの係になった時，生徒は集団の中の一人
を意識し，責任を感じながら自分の役割を果たして
いくに違いない。自分の力と集団の関わりを実感し
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ていく時間になるはずである。
　話し手は，全員を聞き手として「話す，読む，書
く」（聞き手は，「聞く，書く，話す」）の言語活動
を繰り返していく。教科の基礎・基本を培う学習で
あり，個の姿がはっきりと見える学習である。毎回，
５分～10分の学習であるが，年間を通して合計する
と，だいたい15時間ぐらいの学習になる。
　こういう形の学習だからこそ，この中で，生徒一
人ひとりの姿を積極的に捉え，指導にいかしていく
ことができると考えている。
２）帯単元の内容とねらい
①「わたしの大好きな本」（20回の実践）…２年生
　●「わたしの大好きな本」の音読紹介（今ま
での読書生活を振り返って自分の大好きな話
の一部を音読紹介する）と，自分の読書体験
（なぜその本が心に残っているのか）につい
て発表する。
（写真１　板書係の活動）
　〇「今日のことば（1）」
　　　類義語についてその共通点と相違点をヒ
ントとして紹介することで，ことばへの理
解を深め，ことば探しをする。
②「おすすめの作品」 （24回の実践）…２年生
　●岩波世界児童文学全集（全30冊）を使って，
作品の冒頭の部分の紹介を２分間の朗読です
る。
　〇「今日のことば（2）」
　　　対義語について，意味や例文をヒントに
　して，ことば探しをする。
③「この人だ～れ」（31回の単元）…２年生
　●「伝記」の一部（その人がみえる印象的な
場面）を２分間で音読紹介して，その人物は
だれかを考える。
　〇「今日のことば（3）」
　　　本文に出てきた，あることばの意味紹介
をヒントにして，ことば探しをする。
④「短編の世界」（32回の単元）…３年生
　●「短編」を２回の紹介で読み切り，短編の
世界を楽しむきっかけを作る。
（写真２　授業風景）
　〇「今日のことば（4）」
　　　本文に出てきたことば紹介をして，こと
ばの意味を考える。
⑤「百人一首とともに」（24回の単元）…3年生
　●「百人一首」の中の一首にまつわる話題を
音読紹介して，百人一首の中のどの和歌かを
考える。
　〇「今日の歌」
　　　本文に紹介されている百人一首の中か
ら，担当者の紹介や作者をヒントにしてど
の和歌かをさがし，音読係が紹介する。
４．子どもの可能性をひらく評価をめざして　　
　国語科の授業の中で，１学級40人を一斉に評価し
指導していくことは困難である。「自らの学習状況
に気づき，自分を見つめ直すきっかけとなり，その
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後の学習や発達を促す」評価をするためには，日常
の学習活動を工夫し，学習指導を通して，計画的・
継続的に現れる子ども一人ひとりの姿を積極的に評
価していくことで，子どもの持つ力やよさや伸びを
捉えていかなければならないと考えている。
　人が育つということ，生きるということは，周囲
から切りはなして考えることはできない。とりわけ
育つということは育てるもののあり方と密接に関係
している。つまり，人は他とのかかわりの中で自己
を見つけたり（自分探し），育てたり（自分づくり）
していくのである。 小グループで周りの仲間の活
動に常に小さな刺激を受けながら学習していくこと
は，友達の話を聞いて気づいたり，話しながら自分
の考えをはっきりさせていったりする自己の発見や
深化につながっていくことだろう。
１）学習記録の活用と評価
　日々，ルーズリーフを活用した学習記録を作成し
ている。毎回，学習後に提出させ，必ず目を通し，
時にはコメントを書き加え，次時のはじめに係を通
して返却していく。授業の後での160人の生徒一人
ひとりとの対話の時間，指導であり評価である。
　学習記録の評価は，上のチェック表で簡単に本人
に示したり，次の学習のはじめに，みんなに広げた
い考えや感想，提案性のある意見，自主学習から発
見したものなどを，「みんなの声」という題で教師
が紹介していく。
　学級の中で，そして，学級をこえて一人ひとりの
感想や意見が仲間に広がっていく場である。
　このように，毎日の学習の中でできるところから
評価活動を見直していくことが，わたしたち教師に
求められているのではないだろうか。
　今まで教師の記憶や印象の中で曖昧に捉えていた
子どもの進歩やつまづきの状況，これまで見られな
かった細かな点や優れた点などが日々の学習記録と
して残され，この実践の蓄積によって事実を確認し，
評価し，指導に生かすこともできるのではないだろ
うかと考えている。
２）指導と評価の関係
　大村はま氏は，評価についてこう述べている。「戦
後，日本の国語教育を方向づけするために，各地の
教師が集められてアメリカ人のオズボン先生のもと
で勉強をしました。そこで私は随分いろいろなこと
を学んだわけですが，評価についても目を開かれた。
評価とは，一般的な日本語としては，今「価値を認
めてほめる」というような意味で使われますが，教
育の世界ではまったく違うものだったはずです。教
師からすれば，今後どういうことをどのように指導
するとよいか，生徒からすれば，どこを向いてどう
勉強していけばよいか，そういう指針を知るための
ものだとわかったんです。3）」
　また，「評価というのはどれだけできるかという
試験とは違う。 教師として，このクラスではどんな
ふうな力を持った子供どもどのくらいいるかという
ことを確実に知る。どんな病気のある子が誰と誰と
いうことをとらえてこれからの指導の方法を考え
る，それが先生の役目ですよ。4）」とも示している。
　このような考えに立てば，もやもやとした子ども
の認識を学習の中でとらえ，引っぱり出して，それ
をはっきりとした明確な認識としてその子に返して
やる。おぼろにわかったような気がしていたことを，
書かせ文章化させてみたり，友達に説明させてみた
りして，明確化させ，自分自身に認識させていく。
また，指導者が積極的にその部分にかかわって，認
識しやすいように指導をしていく。新しい認識を育
てていくために，鼓舞していく。
　それは，その子のことばの力をその場で適切に評
価していくことであり，その評価に立って，指導者
はその子とかかわっていくことになる。
　「今は，この部分がこういうふうに曖昧だ。」，だ
から，「次から，こんなふうに考えて行動していけ
ばよいのだなあ。」と思わせ，「つぎは，やるぞ！」
という姿勢を作り，その子への前向きな認識を作っ
てやること。「認識を変えていく」こと，ここに指
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導と評価の一体化があると考えている。
３）学習を終えた生徒の「声」から
〈係活動から〉
 ・例えば，自分で調べるとか，「受ける授業」
ではなく「する授業」になった。
 ・係活動をすることにより先生からの一方的な
授業でなくみんなで作るものになった。
 ・ちょっとした緊張感を感じたり，うまく読み
たいと練習したり…。
〈帯単元について〉
 ・たまに歴史の学習で「この人だ～れ」に出て
きた人が出てくるので，少しうれしくなります。
 ・今まで伝記というジャンルは好きじゃなかっ
たけど，図書館でふっと足を止めたりするよう
になった。
 ・本屋に行くと「あれ，この人聞いたことある
な。」っていうふうに感じられるようになりま
した。
 ・その人について，詳しくもなくちょっとかじ
るくらいの紹介なため，続きが気になったり興
味が湧いたりして伝記を読むようになった。
　これらの感想にみられるように，帯単元として構
想した学習が少しずつではあるが子どもたちの「言
語生活」の中に入り込み，言語生活をふくらませて
いる部分が見え始めていると感じている。
５．おわりに
　新学習指導要領の大きな改訂内容として「話すこ
と・聞くこと」という言語活動が一つの領域として
示されたことがある。文字言語に重きが置かれがち
であった過去の学習活動への反省と，自分の思いや
考えを相手に自分のことばできちんと伝える音声言
語能力の育成が求められている。
　しかし，現実には，他者の理解と異質性の受容と
を基盤とした「話し合い（討議・討論）の力」はな
かなか育てるのが困難であり，ことばを通して，「ひ
との心のわかる人」，そして「ひととかかわってい
くことのできる人」を育てることは，大きな課題で
ある。
  わたしは，そのような「相手とかかわり合い，通
じ合おうとする力」が「生きる力」の基盤であり，
その力を育てるためには，話しことばによるコミュ
ニケーション能力を育てることが最重要であると考
えている。
  では，授業の中で，コミュニケーション能力をど
うやって育てていくことができるのだろうか。
  倉八順子氏は，学びの場に求められるものとして，
「授業をコミュニケーションに開いてゆく。授業に
かかわるものすべて──教師・学習者・それらを取
り巻く環境──をコミュニケーションに向けて開か
れたものにする。そうすることによって，授業空間
を，対象世界にかかわり，他者にかかわり，自己に
ついて考える場──文化的実践の場──とすること
ができるだろう。そうすれば，対話が生まれ，創造
性が生まれるにちがいない。5）」とし、コミュニケー
ション力習得への心理プロセスを、次のようにとら
えている。「１ 自己の考えを文章で表現する。　
２ 相手に向けて発信する　３ その内容に相手が音
声で対話を行う。 4 コミュニケーションの空間が
共有される。 ５ コミュニケーション力がつく。6）」
  また，安居總子氏は「コミュニケーション力をつ
けるには，仲間と学びあう「場」が設定されていな
ければならない。「学び合いの場」とは，仲間とと
もにいることで，他との違いに気づき，比べ，話し
合いで考えを出し合って新しい視点や考えを発見で
き，それらを整理して自分なりの結論（思想や心情）
を出せる場である。7）」としている。
　つまり，教室がコミュニケーションの場として機
能するためには，日常の学習の中で，友達の話を聞
いて気づいたり，話しながら自分の考えをはっきり
させていったりするコミュニケーション体験を十分
させることが必要となってくる。そして，個人の考
えや認識を深めていく書きことばの学習ではなく，
他者との関わりの中で生きて働く話しことばの学習
改善を図り，これらの力を総合的に発揮できる学習
の場を作っていかなければならないことになる。
　さらに安居氏は，教室は「関係を育て，言葉を育
てる」場，「人と人とが関係を結んで学び合い共同
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生活を営む所」である。だから，「伝え合う」「学び
合う」「かかわり合う」の「合い」の基には，「「─
─あう」ことによって自己を知り，他者を知る。「学
び」はここから始まる。（中略）「――あう」は「会
う」であり，人と人が出会って，そこに新たなもの
が生まれる。8）」という「人と出会って学ぶ姿」が
あるとしている。
　そして，「人間関係をつくることは人間理解でも
あり，人と人とがもの，こと，言葉を介して共同し
て仕事を進めていくことを体験すること，そこに人
間が育つことを考えたい。9）」という共同の「学び
合い」の力を自覚し，コラボレートする「場」を国
語教室に立ちあげるべきだと今後の実践の方向を示
している。
　「学び」が広がりを持ち豊かなものとなるには，
仲間との「学び合い」が必要である。しかし，「「学
び合い」は，個人の自立した「学び」が前提となる。
個の自立した「学び」が，伝え合い行動に支えられ
て共同（協働）の「学び合い」10）」になるのである。
　目の前の学習者から出発し，育てたい国語の力は
どんなことかをとらえ，その力を育てるための学習
材を工夫し、言語活動を考えていく。その基盤には
常に学習者の言語生活をすえておきたい。
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